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▲地区災害対策本部ＣＰＸ（陸上自衛隊による現況把握表や行動表等を活用した
　災害対策本部運営指導。）

数十年ぶりの被害と言われた平成16年の台風災害。そして未曾有の被害をも

たらした平成17年９月の「台風14号」。まもなく２年が経過しようとする

今、改めて日ごろからの高い防災意識が求められています。

日
ご
ろ
の
備
え
が
も
の
を
言
う

椎
葉
村
防
災
訓
練

住
民
参
加
に
よ
る
実
践
的
な
訓
練

　
「
午
前
７
時
30
分
、
上
椎
葉
中
地
区

に
避
難
準
備
情
報
。
午
前
８
時
に
は
避

難
勧
告
を
発
令
。」
こ
う
し
て
始
ま
っ

た
防
災
訓
練
。
７
月
１
日
に
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
上
椎
葉
地
区
の
住
民

や
村
内
の
消
防
団
員
な
ど
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
宮
崎
地

方
気
象
台
防
災
気
象
官
に
よ
る
防
災
気

象
講
演
会
や
、
延
岡
市
別
府
町
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
活
動
事
例
発
表
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

台
風
襲
来

　

訓
練
か
ら
２
週
間
後
の
７
月
14
日
、

７
月
と
し
て
は
観
測
史
上
最
強
の
「
台

風
４
号
」
が
九
州
南
部
に
上
陸
し
ま
し

た
。
前
日
の
13
日
に
は
訓
練
同
様
に
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
備
え

の
重
要
性
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

▲陸上自衛隊衛生隊員による心肺蘇生法
等の応急措置要領指導。

　※写真は人形とＡＥＤ（自動体外式除
細動器）を使用しての救急蘇生法。

▲非常食料の展示の他、
自衛隊による戦闘用
食糧の炊き出し配給
も行われました。

▲ＬＡＶ（軽装甲機動車）
の展示に興味津々。

地
区
民
総
ぐ
る
み
の

災
害
対
策
体
制
を

つ
く
る
。

①
地
区
災
害
対
策
本
部
体
制
の
明
確
化
、円
滑
な
設

置
を
目
指
す
と
と
も
に
住
民
へ
の
周
知
を
図
る
。

②
自
主
防
災
組
織
の
役
割
を
認
識
す
る
。

③
地
域
住
民
の
ひ
と
り
一
人
が
災
害
に
対
す
る
日

ご
ろ
か
ら
の
備
え
を
意
識
す
る
。

訓練目標
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７
月
30
日
、
椎
葉
村
商
工
会
建
設
部
会

26
社
に
よ
り
、「
椎
葉
村
地
域
防
災
救
援

隊
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
宮
崎
県
に
お

い
て
初
め
て
の
設
立
で
す
。

【
目
的
】

　
「
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
決
意
の
も
と
、
国
道
、
県
道
、
村

道
、
林
道
等
を
建
設
業
の
豊
富
な
経
験
と

技
術
を
駆
使
し
て
、
地
域
の
監
視
、
梅
雨

前
・
台
風
前
の
点
検
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
椎
葉
村
、
日
向
土
木
事
務
所
、
区
長

に
報
告
を
行
い
、
地
区
民
・
行
政
・
建
設

業
が
相
互
に
協
力
し
て
対
策
を
講
ず
る
こ

と
に
よ
り
、災
害
を
未
然
に
防
止
し
ま
す
。

そ
し
て
、
災
害
発
生
時
に
は
、
速
や
か
に

住
民
の
生
活
路
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
９
月
号
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。

非常時に備える
　

台
風
な
ど
の
あ
る
程
度
予
測
が
で
き
る

災
害
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
避
難
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

避
難
す
る
時
に
は
、
一
人
３
食
分
程
度

の
食
料
、
簡
単
な
寝
具
等
は
持
参
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
防
団
や
公

民
館
、
も
し
く
は
役
場
に
、
避
難
す
る
人

の
氏
名
、
人
数
、
避
難
す
る
場
所
な
ど
を

報
告
し
て
お
く
事
も
必
要
で
す
。

　

自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
災
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
今
ま
で
災
害
に

遭
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
」
と
か
、「
う

ち
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
考
え
方
は
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

　

一
番
大
切
な
の
は
［
人
命
］
で
す
。

椎葉村消防団 本部
部長　甲斐 愼二さん

（43 歳・上椎葉下３）

台
風（
風
水
害
）時
の

　

避
難
の
心
得

消
防
団
か
ら
の
お
願
い

地区代表業者名

地区名 業者名

上 椎 葉 鈴 木 建 設

松 尾 岡 村 建 設

尾向・尾八重 栄 産 業

鹿野遊・仲塔 東 陽 ビ ル ド

不 土 野 久 間 組

小 崎 右 田 産 業

大 河 内 川 上 建 設

栂 尾 椎葉建設工業

自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
！

地
域
防
災

　

救
援
隊
発
足

　

い
ざ
と
い
う
時
に
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
場
所
に
非
常
持
出
品
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
非
常
持
出
品
や
備

蓄
品
の
他
に
も
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な

も
の
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
持
出
品
は
、
使
用
す
る
時
に
支
障

の
な
い
よ
う
、
定
期
的
に
点
検
し
て
お
き

ま
す
。
と
く
に
食
料
や
飲
料
水
は
賞
味
期

限
が
迫
っ
た
も
の
か
ら
順
に
入
れ
替
え
て

お
き
ま
す
。
過
去
の
災
害
時
に
は
布
製
ガ

ム
テ
ー
プ
（
荷
物
の
整
理
、
止
血
、
ガ
ラ

ス
の
補
修
）
や
、キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ
（
止

血
、
汚
れ
た
皿
に
か
ぶ
せ
て
使
う
）
な
ど

も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

生
活
用
水
と
し
て
、
浴
槽
や
洗
濯
機
、

や
か
ん
や
ポ
ッ
ト
に
水
を
入
れ
て
備
蓄
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
枕
元
に

懐
中
電
灯
と
厚
底
の
靴
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●飲料水（１人１日３リットルを目安
に）●紙おむつ ●毛布 ●ビニールシー
ト（敷物、雨よけ）●卓上コンロ（予備
のガスボンベも忘れずに）●食料（レト
ルトのご飯、缶詰、お菓子類など）●使
い捨てカイロ ●新聞紙 ●ポリ容器など

備　蓄　品

▲図の非常用持出品はあくまでも参考例です。
家庭に現在あるもので代用できるものでい
いので、まずは用意することが重要です。

非
常
持
出
品
の
用
意
と
備
蓄
品

持ち出し品
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＊＊ フォト　トピックス ＊＊

今
年
は
６
月
28
日
の
尾
八
重
地
区
を
皮

切
り
に
、
村
内
10
地
区
で
開
催
さ
れ
、

日
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
主
に
災
害
復
旧
、
道

路
改
良
の
土
木
関
係
に
つ
い
て
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
注
目
の
中
国
木
材

の
日
向
市
進
出
や
年
金
問
題
な
ど
も
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご

要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
村
行
政
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
と
行
政
（
役
場
・
県
出

先
機
関
）
及
び
関
係
機
関
（
Ｊ
Ａ
日
向
、

耳
川
広
域
森
林
組
合
、
商
工
会
、
村
社

会
福
祉
協
議
会
）
の
代
表
者
が
、
直
接

意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
例
年
開
か

れ
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」。

地域の声を行政に！

「地域づくり懇談会」

お礼：区長をはじめ役員の皆様には、要望事項の
とりまとめや会場の準備、区民への周知等、
ご協力いただきましてありがとうございま
した。

▲鹿野遊公民館（７月３日） ▲尾向公民館（７月５日）

▲不土野公民館（７月５日）

と　

き
：
７
月
７
日

と
こ
ろ
：
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
大
会
成
績
】

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
10
チ
ー
ム
）

　

優
勝　

第
７
部
（
大
河
内
）

　

２
位　

本　

部
（
上
椎
葉
）

　

３
位　

第
11
部
（
尾
向
尾
前
）

　
　

※
上
位
２
位
ま
で
支
部
大
会
出
場

■
積
載
車
の
部
（
代
表
１
チ
ー
ム
）

　

第
12
部
（
松
尾
日
添
）

　
　

※
代
表
で
支
部
大
会
へ
出
場

降りしきる雨の中

「村消防操法大会」

▲ 10 部（尾向向山） ▲ 11 部（尾向尾前）▲１部（鹿野遊 ･ 仲塔） ▲ 12 部（松尾日添）

▼２部（上椎葉・栂尾）▼５部（小崎）
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【
椎
葉
中
学
校
】

■
卓　

球

　

女
子
団
体
・
優
勝

　

女
子
個
人
戦

　
　

優
勝
：
中
村
麻
里　

２
位
：
甲
斐
春
佳

　
　

３
位
：
那
須　

舞　

４
位
：
椎
葉　

香

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

男
子
団
体
・
優
勝

　

男
子
個
人
戦

　
　

３
位
：
甲
斐
英
樹
・
椎
葉
勇
気
ペ
ア

　
　

４
位
：
椎
葉
倫
久
・
尾
前
克
幸
ペ
ア

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

女
子
・
優
勝

■
剣　

道

　

男
子
個
人
戦　

優
勝
：
那
須　
　

俊

　

女
子
個
人
戦　

２
位
：
黒
木　

晏
夏

■
陸　

上　

※
３
位
入
賞
者

　

男
子

　
（
２
年
１
０
０
ｍ
）
優
勝
：
椎
葉　

幸
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
大
会
タ
イ
記
録

　
（
１・２
年
１
０
０
ｍ
Ｈ
）
３
位
：
椎
葉　
　

亮

　
（
共
通
三
段
跳
び
）
優
勝
：
右
田　

雄
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位
：
椎
葉　

頼
貴

　
（
共
通
砲
丸
投
げ
）
優
勝
：
椎
葉　

圭
介

　
（
低
学
年
リ
レ
ー
）
２
位

　
（
共
通
リ
レ
ー
）　
　

優
勝

　

女
子

　
（
１
年
１
０
０
ｍ
）
優
勝
：
那
須　

結
香

マ
ム
シ
と
は
？

　

マ
ム
シ
（
主
に
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
）
は
日

本
国
内
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
毒
ヘ
ビ

で
、
全
長
は
45
〜
75
㎝
ほ
ど
。
一
般
の
ヘ

ビ
に
比
べ
、
太
め
の
体
格
な
の
で
、
実
際

の
長
さ
よ
り
も
大
柄
に
見
え
ま
す
。
茶

褐
色
で
左
右
20
前
後
の
ま
だ
ら
模
様
が
あ

り
、体
型
は
ず
ん
ぐ
り
し
て
頭
が
三
角
形
。

基
本
的
に
は
夜
行
性
で
す
が
、
雨
や
曇
り

の
日
に
は
、
日
中
で
も
行
動
し
ま
す
。

生
態
と
被
害
の
現
状

　

森
林
や
藪
に
住
み
、
水
場
周
辺
に
多
く

出
現
し
ま
す
が
、
時
々
そ
の
周
辺
の
田
畑

に
も
出
没
し
ま
す
。
基
本
的
に
お
と
な
し

い
ヘ
ビ
で
、
自
ら
攻
撃
し
て
き
て
咬
む
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
目
立
た
な

い
の
で
、
知
ら
ず
に
手
を
出
し
て
咬
ま
れ

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
は

年
間
３
，０
０
０
人
が
被
害
を
受
け
、
死

者
は
10
人
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
椎
葉

病
院
で
も
、
年
間
２
〜
３
人
の
患
者
が
運

ば
れ
て
き
ま
す
。

咬
ま
れ
た
ら
ど
う
な
る
？

　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
咬
ま
れ
て
毒
が

入
っ
た
ら
激
し
い
痛
み
を
感
じ
、
そ
の
痛

み
は
ず
っ
と
後
ま
で
続
き
ま
す
。
咬
ま
れ

方
に
よ
り
毒
の
量
も
違
う
た
め
、
す
ぐ
に

腫
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
数
分
た
っ
て
始

ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
必
ず

著
し
く
腫
れ
ま
す
。

咬
ま
れ
た
ら
ど
う
す
る
？

　

毒
ヘ
ビ
に
咬
ま
れ
た
場
合
は
、
器
具
を

使
っ
て
注
入
さ
れ
た
毒
を
吸
い
出
し
た

り
、
薬
や
点
滴
で
症
状
を
軽
く
し
た
り
す

る
た
め
に
、
素
人
に
で
き
る
手
当
は
ほ
と

ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
や
っ
て

は
い
け
な
い
事
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

や
っ
て
は
い
け
な
い
事

■
あ
わ
て
な
い
！

焦
る
と
脈
拍
が
早
く
な
り
、
毒
の
ま
わ

り
が
早
く
な
り
ま
す
。

■
無
理
に
し
ば
ら
な
い
！

患
部
が
酸
欠
状
態
と
な
り
、
後
遺
症
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
無
理
に
切
ら
な
い
！

不
要
な
傷
を
作
っ
た
う
え
、
出
せ
る
毒

の
量
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

患
者
を
休
ま
せ
、
安
心
さ
せ
、
咬
ま
れ

た
場
所
は
動
か
さ
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
へ
行
き
、
専

門
の
治
療
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
！▲椎葉新雄さん（向山

日当下）が退治した
マムシ。（７月20日）

マ
ム
シ
に

咬か

ま
れ
た
ら
！

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？

― スポーツ ―
第
58
回　

東
臼
杵
地
区

中
学
校
総
合
体
育
大
会

結
果
（
県
大
会
出
場
者
）

と　

き
・
６
月
16
日
〜
17
日

（
陸
上
・
22
日
）

　
（
１・２
年
80
ｍ
Ｈ
）
３
位
：
尾
前
佳
奈
江

　
（
１
年
８
０
０
ｍ
）
優
勝
：
尾
前
佳
奈
江

　
（
共
通
１
０
０
ｍ
Ｈ
）
２
位
：
椎
葉
つ
か
さ

　
（
低
学
年
リ
レ
ー
）
優
勝

　
（
共
通
リ
レ
ー
）　
　

２
位

【
松
尾
中
学
校
】

■
卓　

球

　

男
子
個
人
戦　
　
　

優
勝
：
出
口　

裕
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位
：
那
須　

裕
太

■
陸　

上　

※
３
位
入
賞
者

　

男
子

　
（
２
年
１
５
０
０
ｍ
）
２
位
：
甲
斐　

駿
星

　
（
３
年
１
５
０
０
ｍ
）
２
位
：
甲
斐　

飛
翔

　
（
共
通
４
０
０
ｍ
）
２
位
：
甲
斐　

優
太

　
（
共
通
８
０
０
ｍ
）
２
位
：
甲
斐　

優
太

　

女
子

　
（
１
年
８
０
０
ｍ
）
２
位
：
鹿
瀬　

晴
妃

　
（
２
年
８
０
０
ｍ
）
優
勝
：
甲
斐　

千
明

　
（
３
年
８
０
０
ｍ
）
優
勝
：
荒
竹　

知
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位
：
甲
斐　

明
季

　
（
共
通
１
５
０
０
ｍ
）
優
勝
：
荒
竹　

知
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
位
：
甲
斐　

明
季

　
（
共
通
走
り
幅
跳
び
）
２
位
：
甲
斐　

千
明

　
（
共
通
砲
丸
投
げ
）
３
位
：
那
須　

悠
理

　
（
共
通
リ
レ
ー
）　
　

優
勝

▲圧倒的な強さで上位独占！
　（陸上女子・共通1500ｍ）
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処
分
さ
れ
る
犬
た
ち

　

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
る
犬
や
猫

の
遺
棄
が
後
を
絶
た
ち
ま
せ
ん
。
遺
棄

さ
れ
た
り
、
保
健
所
に
持
ち
込
ま
れ
た

り
、
日
本
中
で
は
年
間
40
万
匹
が
致
死
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
18
年
度
に
宮
崎
県
が

捕
獲
、
引
き
取
り
し
た
犬
は
、
１
７
７
４

匹
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
飼
い
主
が
見
つ

か
る
な
ど
で
保
護
さ
れ
た
犬
は
、
わ
ず
か

２
０
９
匹
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
残
っ
た
犬
は
致
死
処
分
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
野
良
犬
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
７
〜
８
割
は
、

元
飼
い
犬
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。な
ぜ
、

そ
ん
な
膨
大
な
数
が
処
分
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

動
物
に
関
す
る
法
律

　

現
在
、わ
が
国
で
施
行
さ
れ
て
い
る『
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
』（
通

称
「
動
管
法
」）
で
は
〈
都
道
府
県
又
は

政
令
で
定
め
る
市
は
、
犬
又
は
ね
こ
の
引

取
り
を
そ
の
所
有
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
と

き
は
、
こ
れ
を
引
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
〉
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
が
不
要
と
し
て
持
ち
込
ん
だ
犬

や
猫
を
、
保
健
所
が
引
き
取
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
条
文
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
飼
い
主
は
愛
犬
を

持
ち
込
む
の
で
し
ょ
う
か
？ 

犬
が
持
ち
込
ま
れ
た
時
の
理
由

・
病
気
に
か
か
り
、
高
額
な
治
療
費
が
必

要
に
な
っ
た

・
新
し
い
犬
（
猫
）
を
買
っ
た

・
大
声
で
鳴
い
て
、近
所
か
ら
苦
情
が
き
た

・
発
情
期
に
な
っ
て
、
う
る
さ
い

・
妻
が
妊
娠
し
た

・
引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た

・
飼
っ
て
た
犬
（
猫
）
が
子
供
を
産
ん
だ

か
ら
、
親
犬
は
も
う
い
ら
な
い

・
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

・
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
、
世
話
を
し
な

く
な
っ
た

・
年
を
取
っ
て
し
ま
い
、
飼
う
の
が
面
倒

に
な
っ
た

・
犬
（
猫
）
が
子
供
を
た
く
さ
ん
産
ん
で

し
ま
い
、
こ
ん
な
に
飼
え
な
い

な
ど
な
ど･･･

。

　

ど
れ
も
が
、
止
む
を
得
な
い
理
由
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
分

が
殺
さ
な
い
の
で
罪
悪
感
が
な
く
、
持
ち

込
み
の
常
連
と
な
っ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
で
は
、
実
際
ど
う
や
っ
て
致
死
処
分

は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

処
分
の
現
状

連
れ
て
行
か
れ
る
場
所
は
？

　

私
た
ち
の
国
に
は
都
道
府
県
ご
と
に

「
犬
管
理
所
」
と
呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
施
設
は
捕
獲
さ
れ
た
野
犬
や

迷
い
犬
、“
飼
う
と
い
う
責
任
”
を
放
棄

し
た
飼
い
主
が
連
れ
て
き
た
犬
猫
な
ど
を

処
理
す
る
施
設
の
通
称
で
す
。
現
在
、
自

治
体
に
よ
っ
て
は
「
保
健
所
」
で
は
処
分

を
行
わ
な
い
所
も
有
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
場
合
、
保
健
所
に
届
け
ら
れ
た
り
、
捕

獲
さ
れ
た
犬
及
び
猫
は
管
理
所
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
に
集
め
ら
れ
、
ま
と
め
て
処
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
規
定
さ
れ
て
い
る
保

護
期
間
が
過
ぎ
れ
ば
、
明
ら
か
に
飼
い
犬

で
あ
っ
て
も
迷
わ
ず
処
分
と
な
り
ま
す
。

保
護
期
間
は
？

　

日
本
で
は
一
般
に
こ
の
よ
う
な
施
設
に

収
容
さ
れ
た
動
物
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
最
低
３
日
間
は
保
護
さ
れ
、
２
日
間

は
市
町
村
で
公
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
保
護

期
間
を
過
ぎ
て
も
、
連
絡
や
引
き
取
り
手

の
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
動
物
は
、
み
な
致

死
処
分
と
な
り
ま
す
。地
域
に
よ
っ
て
は
、

１
〜
３
週
間
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

も
し
愛
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
問
い
合
わ
せ
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、
子
猫
な
ど
は
、
即
日
処
分
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。

処
分
の
方
法
は
？

　

犬
は
ケ
ー
ジ
に
、猫
は
袋
に
入
れ
ら
れ
、

施
設
内
に
あ
る
ガ
ス
室
で
致
死
処
分
と
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
使
わ
れ
る
ガ
ス
は
二
酸

化
炭
素
で
あ
り
、
室
内
の
空
気
を
徐
々
に

抜
き
つ
つ
ガ
ス
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
方

法
を
取
っ
て
い
ま
す
。
犬
は
10
分
、
猫
は

15
分
間
の
噴
射
で
す
が
、
こ
の
方
法
は
窒

息
死
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
動
物
達
に
多

大
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
安
楽
死
と
は
、
全

く
無
縁
の
も
の
な
の
で
す
。

人
も
犬
も
猫
も
、
皆
同
じ
命･･･

命
の
重
さ
、
大
切
さ
。
あ
ら
た
め
て
認
識

し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が･･･

■
犬
や
猫
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　
税
務
住
民
課　
環
境
衛
生
係

　

☎
０
９
８
２―

６
７―

３
２
０
５

▲那須電機（上椎葉）の前の
ビクター犬。長年黙って村
の様子を眺めてきました。

▲飼えなくなった犬の出張引き取り（５
月24日）。持ち込まれたたくさんの犬
が、オリに入れられ保健所へ連れて行
かれました。

犬
は
決
し
て
悪
く
な
い･･･

❷

や
っ
ぱ
り
犬
は

悪
く
な
い
！
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昔
、
あ
る
所
に
、
仲
の
良え

え
、
年
寄
り

夫
婦
が
住
ん
じ
ょ
っ
た
。
爺
さ
ん
の
方
は

思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
人
じ
ゃ
っ
た

が
、
婆
さ
ん
の
方
は
、
寂
し
が
り
屋
で
、

爺
さ
ん
が
仕
事
で
お
ら
ん
と
き
に
は
、
寂

し
い
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
い
つ
も
外
に
出

て
、
爺
さ
ん
の
山
帰
り
を
待
っ
ち
ょ
る
ふ

う
じ
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
婆
さ
ん
の
言
う
こ

と
に
ゃ
、「
爺
さ
ん
、
ど
ち
ら
が
先
に
死

ん
で
も
、
埋
め
ん
が
ち
よ
①
」、
ち
て
言

う
て
、
そ
の
よ
う
に
何
度
も
約
束
を
ば
し

て
、
暮
ら
し
て
お
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
年
、
流は

や
り
や
ま
い

行
病
で
、
婆

さ
ん
の
方
が
、
先
に
死
ん
で
し
も
う
た
。

爺
さ
ん
は
、
婆
さ
ん
と
約
束
し
た
こ
と

じ
ゃ
か
ら
、
ど
じ
②
の
竈か

ま
どの
後
ろ
に
、
死

ん
だ
婆
さ
ん
を
座
ら
せ
、赤
土
を
捏こ

ね
て
、

粘
土
を
作
っ
て
、
婆
さ
ん
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
、
塗ぬ

り
か
ち
め
た
③
。
そ
し
て
、
頭

だ
け
は
、
そ
の
ま
ま
出
し
て
お
い
た
。
す

る
と
毎
晩
、
暗
く
な
る
と
死
ん
だ
婆
さ
ん

が
、
竈
の
後
ろ
か
ら
、「
爺
は
お
る
か
？
」

ち
て
聞
く
。
そ
れ
で
爺
さ
ん
は
「
お
り
ま

す
。
お
り
ま
す
」と
答
え
る
。
婆
さ
ん
は
、

そ
の
ま
ま
安
心
し
た
の
か
、
眠
っ
て
し
も

う
た
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
晩
、
毎
晩
、
婆
さ
ん
は

「
爺
は
お
る
か
？
」。
そ
う
尋
ね
る
。

　

あ
る
晩
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。
旅
人
が

や
っ
て
来
て
、「
一
晩
、
宿
を
貸
し
て
賜た

も

う
れ
」
と
頼
ん
だ
。
そ
れ
で
爺
さ
ん
は
、

「
こ
こ
に
は
、
一
人
病
人
が
お
る
が
、
今

晩
は
、
俺
が
、
ム
ラ
の
寄
り
合
い
に
行
く

と
じ
ゃ
が
、
こ
ん
病
人
は
、
必
ず
『
爺
は

お
る
か
？
』
ち
て
、
そ
の
よ
う
に
尋
ね
る

か
ら
、『
お
り
ま
す
。
お
り
ま
す
』
言
う

て
、
返
事
を
し
て
く
れ
め
せ
」。
ち
て
言

う
て
、
爺
さ
ん
は
、
ム
ラ
の
寄
り
合
い
に

出
掛
け
た
。

　

夜
中
、
爺
さ
ん
の
言
う
た
通
り
、
竈
の

後
ろ
の
方
か
ら
、
婆
さ
ん
の
声
が
し
て
、

爺
さ
ん
の
言
う
た
通
り「
爺
は
お
る
か
？
」

と
聞
く
。
そ
れ
で
旅
人
は
「
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
」
と
答
え
た
。
す
る
と
ま
た
婆

さ
ん
の
声
が
し
て
「
爺
は
お
る
か
？
」
と

聞
く
。
旅
人
は「
お
り
ま
す
。
お
り
ま
す
」

と
答
え
た
が
、
ま
た
「
爺
は
お
る
か
？
」

と
聞
く
。
旅
人
は
ま
た
「
お
り
ま
す
。
お

り
ま
す
」
と
答
え
る
。
す
る
と
ま
た
、
婆

さ
ん
の
声
で
「
爺
は
お
る
か
？
」
と
聞

く
。
も
う
止
め
な
し
に
、
婆
さ
ん
は
「
爺

は
お
る
か
？
」
と
聞
く
。
そ
の
声
は
、
ど

ん
ど
ん
近
づ
い
て
来
る
。「
こ
り
ゃ
大
変

じ
ゃ
！
」。
旅
人
は
、
や
っ
と
の
思
い
で
、

そ
の
家
か
ら
逃
げ
出
ぇ
た
。
婆
さ
ん
は
、

一
足
の
と
こ
で
噛か

み
そ
こ
の
う
た
。
そ
し

て
柱
に
も
た
れ
て
、
う
な
だ
れ
て
、
立
っ

て
お
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
爺
さ

ん
が
、
ム
ラ
の
寄
り
合
い
か
ら
戻
っ
て
来

た
。
そ
う
し
て
婆
さ
ん
か
ら
、
ひ
っ
噛
ま

れ
た
、
と
い
う
お
話
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
中
耕
作
）

①
埋
め
ん
が
ち
よ 

＝ 

決
し
て
埋
め
な
い
で

②
ど
じ 

＝ 

土
間

③
塗
り
か
ち
め
た 

＝ 

塗
り
固
め
た

※
穏
や
か
な
椎
葉
村
の
民
話
と
し
て
は
、

珍
し
い
昔
話
。
怪
談
で
あ
る
。

　
「
こ
の
昔
話
は
、
聞
く
人
に
、
ど
ん
な

事
柄
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
」
そ
う
聞
く
と
、
英
一
さ
ん
は
真

面
目
に
「
仲
の
良
い
夫
婦
で
、
好
い
て

好
か
れ
て
、ど
ん
な
に
別
れ
難
く
て
も
、

未
練
を
持
っ
た
ら
い
け
な
い
。
相
手
の

死
後
は
、
き
ち
ん
と
葬
儀
を
営
ん
で
、

互
い
に
浄
土
を
し
っ
か
り
求
め
る
心
が

大
事
、
と
い
う
こ
と
だ
」
と
答
え
ら
れ

た
。
仏
心
を
厳
正
に
重
ん
じ
る
椎
葉
の

暮
ら
し
の
一
端
を
見
た
思
い
だ
っ
た
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

「
爺
は
お
る
か
？
」

語
り
手　

那
須
英
一
さ
ん
（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

94



Public Relations of  SHIIBA �2007（H19）8月号

タ
ン
パ
ク
質
と
は

　

炭
水
化
物
・
脂
質
と
並
ん
で
三
大
栄
養

素
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

筋
肉
や
臓
器
、
皮
膚
、
髪
の
毛
、
血
管
、

血
液
な
ど
人
体
の
大
部
分
は
タ
ン
パ
ク
質

で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
と
っ
て
も
大

事
な
栄
養
素
な
の
で
す
。

　

身
体
づ
く
り
真
っ
盛
り
の
お
子
様
や
皮

膚
や
血
管
が
も
ろ
く
な
り
が
ち
な
高
齢
者

の
皆
様
は
特
に
積
極
的
に
摂
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
！

タ
ン
パ
ク
質
は
ど
の
く
ら
い
と
れ
ば
い
い

の
？

　

一
日
60
ｇ
を
目
安
に
摂
り
ま
し
ょ
う
！

　

今
回
の
レ
シ
ピ
で
は
10
ｇ
く
ら
い
摂
取

で
き
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
含
む
食
品
は
？

　

ツ
ナ
缶
や
マ
グ
ロ
の
赤
身
、
さ
さ
み
、

卵
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

納
豆
な
ど
に
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ラ
ダ
に
ツ
ナ
缶
や

ゆ
で
卵
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
す
る
の
も
オ
ス
ス

メ
で
す
よ
☆

「
朝
か
ら
し
っ
か
り

　

タ
ン
パ
ク
質
」

健
康
レ
シ
ピ

▲食生活改善推進員のみなさんが
　調理しました。

作
り
方

①
さ
さ
み
は
筋
を
切
り
、観
音
開
き
に
し
、

塩
こ
し
ょ
う
を
す
る
。

②
明
太
子
の
薄
皮
を
と
る
。

③
１
の
上
に
青
し
そ
、ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
、

明
太
子
の
順
に
の
せ
、手
前
か
ら
巻
く
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
巻
き
終
わ

り
を
下
に
し
て
、
両
面
焼
き
色
が
つ
く

ま
で
焼
く
。

材料
ささみ１本・塩こしょう
少々・青しそ１枚・明太
子 適宜・スライスチーズ
１/２枚・サラダ油 適宜

ささみの
明太子巻き焼き

▲梅干しと貝割れ菜の混
ぜご飯・ツナ入りジャ
ガイモ餅・椎茸とネギ
のスープ

　

今
年
の「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
７
」

の
ポ
ス
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

ど
県
内
外
の
印
刷
会
社
が
作
成
し
た
６
枚

の
ポ
ス
タ
ー
の
選
定
投
票
を
、
役
場
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
椎
葉
中
学
校
・
松
尾
中
学

校
の
４
箇
所
で
行
っ
た
結
果
、
次
の
ポ
ス

タ
ー
が
最
多
得
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
村
内
外
で
掲
示
し
イ
ベ
ン
ト
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
が
、
ポ
ス
タ
ー
を
希
望
さ
れ
る

方
は
上
記
の
お
問
い
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
送
付
希
望
の
方
は
受
取
人
払
い
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＰＲポスター決定
11月９（金）10（土）11（日）

■ 問い合わせ先 ■
平家まつり実行委員会事務局（役場総務課）

☎０９８２−６７−３２０３

椎葉平家まつり2007
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椎葉
晃充
村長の

7月の
動き

▲雨の消防操法大会で点検長
（７日）

１
日　

村
防
災
訓
練
（
上
椎
葉
）

２
日　

県
町
村
会
要
望
活
動
（
宮
崎
市
）

３
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
鹿
野
遊
、仲
塔
）

４
日　

緑
資
源
造
林
推
進
協
議
会
役
員
会

　
　
　
（
宮
崎
市
）

５
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
尾
向
、不
土
野
）

６
日　
地
域
づ
く
り
懇
談
会（
栂
尾
、大
河
内
）

７
日　
村
消
防
操
法
大
会（
椎
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

９
日　

庁
議
（
役
場
）

10
日　

生
涯
学
習
推
進
本
部
会
議
、
神
楽
保

　
　
　

存
会
役
員
会
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

国
土
調
査
協
総
会
（
宮
崎
市
）

17
日　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　

全
員
協
議
会
（
宮
崎
市
）

20
日　

防
災
協
定
調
印
式
（
日
向
市
）

23
日　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
（
宮
崎
市
）

25
日　
郡
町
村
会
政
務
調
査
〜
27
日（
北
海
道
）

29
日　

栂
尾
源
流
ま
つ
り
（
栂
尾
）

31
日　
村
農
林
業
振
興
大
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

看護師

右田　芽衣子
（22歳）（上椎葉中１）

●
趣　
　

味
：
映
画
鑑
賞

●
ひ
と
こ
と
：
７
月
よ
り
大
阪
か
ら
地

元
へ
戻
り
、
勤
務
す
る
事
と
な
り
ま

し
た
。
職
場
や
村
民
の
方
々
に
は
温

か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
少
し

ず
つ
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た

所
で
す
。
今
後
も
椎
葉
の
良
さ
や
村

民
の
方
々
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村
立
病
院
の

　

新
し
い
職
員
を

　
　
　

紹
介
し
ま
す
。

▲病棟の看護師のみなさん。

事
業
名
：
平
成
18
年
度　

林
業
・
木
材
産

業
構
造
改
革
事
業

事
業
費
：
６
千
９
百
60
万
円

事
業
の
目
的
：
桑
の
木
原
地
区
は
本
村
で

特
に
椎
茸
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
ま

す
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
へ
の
対
応
や
安

定
し
た
品
質
、
生
産
量
の
確
保
の
た
め
に

生
産
施
設
の
団
地
化
を
行
う
事
に
よ
り
、

更
に
本
村
椎
茸
産
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
他
の
地
域
を
リ
ー
ド
し
、
椎
葉
村
の
椎

茸
産
業
を
盛
り
上
げ
て
行
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

施
設
内
容
：
桑
の
木
原
地
区
内
の
２
箇
所

に
整
備

人
工
ほ
た
場　

２
箇
所　

４
，７
８
４
㎡

ハ
ウ
ス　
　
　

７
棟　
　

１
，２
６
０
㎡

給
水
施
設　
　

２
式

生
産
目
標
：
乾
椎
茸　

２
，５
５
５
㎏

桑
の
木
原
椎
茸

生
産
施
設
完
成▲施設内に並んだたくさんの

　椎茸原木。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、「
農
業
・
農
村
で
生

涯
現
役
応
援
事
業
」
と
し
て
総
事
業
費

９
百
56
万
円
（
県
補
助
金
50
％
・
村
補
助

金
35
％
・
地
元
負
担
金
15
％
）
を
掛
け
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
や
集

落
内
外
の
遊
休
農
地
に
ソ
バ
の
作
付
け
を
行

い
、収
穫
し
た
ソ
バ
粉
で
手
打
ち
ソ
バ
を
打
っ

て
各
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
り
、
地
区
内
農

産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
惣
菜

加
工
も
行
っ
た
り
し
、
村
の
農
産
物
直
売
所

（
八
菜
館
）で
販
売
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
グ
ル
ー
プ
を
地
区
内
女
性

12
人
の
メ
ン
バ
ー
で
結
成
予
定
で
あ
り
、

同
時
に
麺
類
・
惣
菜
製
造
業
の
営
業
許
可

も
申
請
中
で
、
地
区
内
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

が
生
涯
現
役
で
様
々
な
地
域
活
動
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
て

地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

▲完成した集会センター。
　５月22日には落成祝賀会が
　行われました。

竹
の
枝
尾
日
添
地
区

　

集
会
セ
ン
タ
ー
が

　
　

完
成
し
ま
し
た
！
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になります。
■問い合わせ先
　ハローワーク日向
　〒883-0041　日向市北町2-11
　☎０９８２−５２−４１３１㈹

８月は「人権啓発強調
月間」です

　宮崎県では、夏休みや盆休みなど
で家族や友だちとのふれあいの機会
が多い８月を「人権啓発強調月間」と
定め、県人権啓発推進協議会（本村
も会員となっています）を中心に各種
の啓発事業に取り組んでいます。
　人権問題は身近な問題です。一
人ひとりが日常生活の中で人権に
配慮した態度や行動をとることが
大切です。この期間中に学校・家庭・
地域で人権尊重の大切さや思いや
りについて話し合ってみましょう。
■問い合わせ先
　宮崎県人権啓発推進協議会
　☎０９８５−３２−４４６９
　役場 総務課 企画情報係
　☎０９８２−６７−３２０３

「出前講座」について
　宮崎県では、県政に対する理解
を得ると共に、県民との協働によ
る県政運営の推進を図るため、県
が取り組んでいる事業等につい
て、職員が地域に出向いて、テー
マに基づき説明や意見交換を行う

「出前講座」を実施しています。
　ぜひこの機会にご活用下さい。
■問い合わせ先
　県総合政策本部 秘書広報課
　☎０９８５−２６−７０２５
　役場 総務課 企画情報係
　☎０９８２−６７−３２０３

ひとり親世帯生活実態
調査について

　県では現在、母子世帯、父子世
帯のみなさんを対象としたアンケー
ト調査を実施しています。この調査
は、県内の母子世帯、父子世帯の

みなさんが現在どんなことで困って
いらっしゃるか、また、どのような
ことを希望されているか等を知り、
今後のみなさんの福祉の向上に役
立てることを目的としています。
　なお、調査結果を他の目的に使
用することは決してありません。
　対象となられた方には、８月末
頃に調査票をご自宅あてに郵送さ
せていただきますので、是非ご協
力くださるようお願いします。
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　☎０９８２−６８−７５１２

「暴力追放センター」
を活用しよう！

　本年６月より、15年ぶりに㈶宮崎
県暴力追放県民会議の名称が、㈶宮
崎県暴力追放センター（略称〜暴追
センター）に変わりました。同センター
では、活動内容はこれまでと変更はあ
りませんが、県民の皆様方に広く身近
に利用されることを期待しています。
◎相談・活動内容は
・暴力団からの被害、不当な要求

など暴力団が絡む事項
・エセ同和・エセ右翼、新聞ご

ろ等からの購買要求、寄付金要
求、下請け参入要求など不当な
要求、行為防止

・暴力団排除地域活動支援等（資
材等の貸出）

■問い合わせ先
　相談専用電話　０１２０−１８４

−８９３（イヤヨヤクザ）
　☎０９８５−３１−０８９３
　　　　　　 （なくそうヤクザ）

あなたが「防ぐ」電気
事故
2007年８月１日〜８月31日

電気使用安全月間

　「電気使用安全月間」は、広く
一般に電気使用の安全に関する理
解を深め、電気事故の未然防止を
図ることを目的に、毎年８月経済
産業省主唱により、電力会社をは
じめ電気関係諸団体が一体となっ
て全国的に実施されているもの
です。
●あなたのお家はだいじょうぶ？

日頃から電気安全を心がけま
しょう

●自家用施設の電気事故は日頃の
チェックで防ぎましょう

●自然災害にそなえ、電気の安全
に努めましょう

九州電力株式会社日向営業所

募　　集
新分野進進出等企業
支援補助事業について

　㈶地域総合整備財団では、新産
業の育成等により地域の活性化を
図るため、地場企業等が新たな商
品開発や技術開発に取り組む場
合、市町村を通じて企業等に助成
を行う「新分野進出研究開発補助
金」及び「小規模商品開発補助金」
の事業を行っております。
■申し込み期限　８月17日（金）
■問い合わせ先
　役場 総務課 企画情報係
　☎０９８２−６７−３２０３

自衛隊から募集のお知らせ
募集種別 資　　格 一次試験

防衛大学校学生（男女） 高卒・21歳未満 11月10日（土）11日（日）
防衛医科大学校学生（男女） 高卒・21歳未満 11月３日（土）４日（日）
看護学生（男女） 高卒・24歳未満 10月14日（日）

■受付期間　９月７日（金）〜 28日（金）
■問い合わせ先　自衛隊日向募集事務所　　☎０９８２−５２−６９１４
　　　　　　　　役場 総務課 消防交通係　☎０９８２−６７−３２０１



Shiiba Information

お知らせ
8月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●7月1日現在
　男　　1,666人（　 0）
　女　　1,671人（− 2）
　計　　3,337人（− 2）
世帯数　1,275戸（＋ 2）
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お 知 ら せ
８月の納税について

　８月は、村県民税（２期）と国民
健康保険税（３期）の納税月です。
期限内（８月31日）までに納付して
いただきますようお願いします。
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　☎０９８２−６７−３２０５

行政相談の開催について
　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
■日時　８月14日（火）・９月11日（火）
■時間　10時〜15時
　　　　※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「心配ごと相談所」の
開設について

　心配ごと相談が次のとおり行わ
れます。心の悩みを相談してみて
はいかがでしょうか。
■日時　８月20日（月）・９月18日（火）
　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所
　保健センター「すこやか館」

■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談に
ついて

　精神障がい者や家族及び地域住
民を対象に、医療や精神福祉に関
する相談を実施しています。費用
は無料で、精神科医師や保健師が
相談にあたります。予約制ですの
で事前に連絡をしてください。
■日時
　８月21日（担当：滝井病院医師）
　９月18日（担当：田中病院医師）
■時間　13：30 〜 15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課 
　疾病対策担当
　☎０９８２−５２−５１０１

「成年後見」の無料相談会
■日時　９月９日（日）10：00〜15：00
　　　　（この時間は無料相談）
相談できること
　高齢者や障がい者に関する相談
であれば、相談内容は制限ありま
せん。
例成年後見制度、任意後見契約、

あんしんサポートって何？、後
見人を引き受けて欲しい、手続
が分からない、施設・サービス・
病院利用者の財産管理、将来が
不安になってきた、訪問販売被
害、あちこちから借金、私（親）
が死んだら後子は？、相続、遺
言、ほかなんでも

◎将来認知症などになったときに
備えて、公正証書で後見人を決
めておく任意後見契約について
も相談できます。

■相談の方法　面接または電話
　☎０９８５−２８−８５９９
■場所　宮崎県司法書士会館
　宮崎市旭一丁目８番39-1号
◎対象者は、ご本人のほか家族、

福祉関係者、病院関係者、行政

関係者など制限なし
　なお、来場前にお電話ください
（当日も可）

◎相談員は、社会福祉士、精神保
健福祉士、社協専門員、司法書
士、税理士ほか

■問い合わせ先
　リーガルサポートみやざき
　☎０９８５−２８−８５９９

労災保険制度について
　㈶労災保険情報センター（RIC）で
は、厚生労働省の委託を受けて、労災
医療、労災補償等の労災保険制度
全般のご相談をおうけしております。
　相談は無料で、秘密は厳守いた
します。お気軽にご相談ください。
■場所
　㈶宮崎保険情報センター（RIC）
　宮崎 事務所

〒880-0001　宮崎市橘通り西２
丁目４番20号　アクア宮崎ビル

　☎０９８５−２９−５５７７
　０９８５−２０−１３３５
　フリーダイヤル
　０１２０−５４８−６３１
　相談用E-mail
　z45-miyazaki@rousai-ric.or.jp

雇用保険法が変わります
10月１日より

◎雇用保険の基本手当を受給する
ためには原則資格喪失の前日か
らさかのぼって１ヶ月ごとに区
切って、賃金支払基礎日数が11
日以上ある月が12月必要になり
ます。（ただし、倒産・解雇等
の離職の場合は６月です。）

◎育児休業給付の給付率が50％
（職場復帰支給金が20％に変更）
になります。（平成22年３月31
日までに育児休業を開始した方
が対象です。）

◎教育訓練給付金を利用するため
に必要な被保険者期間が原則３
年以上（ただし初回に限り１年
以上）支給上限額が支払った教
育訓練費の20％（上限10万円）
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７
月
２
日
、
松
尾
地
区
で
車
両
火

災
発
生
。
水
利
の
無
い
場
所
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
生
コ
ン
業
者
が
す
ぐ
に

対
応
し
防
火
用
水
を
確
保
。
集
ま
っ

た
消
防
団
員
で
無
事
に
消
火
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
村

内
で
は
５
件
の
火
災
が
発
生
。
火
災

で
す
べ
て
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

親子で遊ぼう！
「リズム遊び♪」

　

６
月
22
日
、
す
こ
や
か
館
で
「
す

く
す
く
子
育
て
学
級
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
白
浜
学
園
に
よ
る

リ
ズ
ム
遊
び
。
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ

て
お
ど
っ
た
り
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
体

験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
や
つ
の

時
間
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
大
満

足
。笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
一
日
で
し
た
。

▲「いないいなぁ〜い。ばぁ〜！」にみ
んな大喜びです。

椎葉小少年剣道
ブロック大会優勝！

　

６
月
23
日
、
諸
塚
中
学
校
体
育
館

で
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
日
向
・
東
臼

杵
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
椎

葉
少
年
剣
道（
団
員
13
人
）は
、
予
選

を
２
連
勝
で
勝
ち
抜
き
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
へ
。
決
勝
戦
で
は
七
ツ

山
に
５
分
け
し
た
後
の
決
定
戦
で
勝

利
。見
事
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

▲県大会は県武道館で開催。（７月 21 日）
１勝１分けで惜しくも予選突破ならず。

７月期子牛郡共進会
５年ぶりの団体優勝！

　

６
月
29
日
に
行
わ
れ
た
郡
の
共
進

会
で
椎
葉
村
が
団
体
優
勝
し
ま
し

た
。
特
に
雌
牛
の
部
で
は
、
優
等
の

一
席
と
二
席
を
独
占
。
他
に
も
多
数

入
賞
し
、
椎
葉
牛
の
品
質
の
高
さ
を

実
証
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
行

わ
れ
た
セ
リ
市
で
も
、
平
均
価
格
が

50
万
円
を
突
破
す
る
な
ど
、
依
然
高

値
で
の
取
引
が
続
い
て
い
ま
す
。

▲雌牛の部で優等一席となった椎葉一光
さん（合戦原）の「ふくこ号」。

小学生の集合学習
役場の仕事を見学

　

６
月
28
日
、
集
合
学
習
で
集
ま
っ

た
村
内
の
小
学
校
３
年
生
が
、
消
防

の
仕
事
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
珍
し
い
道
具
を
見

る
た
び
に
た
く
さ
ん
質
問
を
す
る
な

ど
、
と
て
も
勉
強
熱
心
。
で
も
、
日

ご
ろ
見
る
機
会
の
少
な
い
消
防
車
で

の
記
念
撮
影
で
は
笑
顔
。
お
友
だ
ち

と
い
い
記
念
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

▲災害時に使用するカッターの説明。持っ
てみると、その重さにビックリ。

「広報しいば」が
みなさんへ届くまで

　
「
広
報
し
い
ば
」
８
月
号
。
６
月
後

半
か
ら
７
月
後
半
に
行
わ
れ
た
行
事

の
写
真
や
記
事
を
取
り
ま
と
め
、メ
ー

ル
で
印
刷
会
社
へ
送
り
ま
す
。
全
体

の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
専
用
の
用
紙
に
書

い
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信
。
出
来
上
が

り
の
デ
ー
タ
も
メ
ー
ル
で
や
り
取
り

し
校
正
し
ま
す
。
今
月
も
１
９
０
０

部
が
み
な
さ
ん
の
元
へ
届
き
ま
す
。

▲大型の印刷機から出てきて完成。製本、
梱包されて送られてきます。

あわや大惨事！
迅速対応で無事鎮火

▲吹き上げる黒煙と炎。間もなく消防団
員らによって消し止められました。

む ら の できごと
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松尾小学校ＰＴＡ
日向市へ視察研修

　

７
月
10
日
、
松
尾
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
午

前
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
ゴ
ミ
の
処
理

を
見
学
。
午
後
は
小
中
一
貫
教
育
を

行
う
平
岩
小
学
校
の
視
察
。
特
に
学

校
見
学
で
は
、
併
設
さ
れ
た
小
中
学

校
の
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
と
独

自
の
取
り
組
み
に
、
み
ん
な
と
て
も

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

▲木製の机とイス。６年間同じ児童が使
用し、卒業後は持ち帰ります。

　

７
月
11
日
、
役
場
会
議
室
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｈ
（
ハ
ニ
ー
）
推
進
協
議

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

は
現
在
23
人
。
純
粋
な
椎
葉
村
産
の

蜂
蜜
を
確
保
す
る
た
め
、
ミ
ツ
バ
チ

が
好
む
花
を
植
栽
す
る
な
ど
、
蜜
源

の
確
保
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
昨
年

は
全
国
的
に
ミ
ツ
バ
チ
が
激
減
。「
今

年
こ
そ
は
」
と
力
が
入
り
ま
す
。

▲働き者の「ニホンミツバチ」。養蜂家の
大事な宝物です。

　

７
月
17
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
「
す

こ
や
か
館
」
で
「
心
配
ご
と
相
談
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
第

三
者
委
員
が
相
談
や
苦
情
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
相
談
に

は
、
こ
の
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

関
係
機
関
に
協
力
を
得
な
が
ら
、
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。（
毎
月
第
３
月
曜
日
に
開
設
）

▲「すこやか館」の玄関付近に置かれた
案内看板。相談場所へ誘導します。

諸塚村と椎葉村
長寿学園で交流会

　

７
月
18
日
、
椎
葉
村
で
長
寿
学
園

の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
諸
塚
村
の
メ
ン
バ
ー
が
、
バ
ス

で
椎
葉
村
へ
。
村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

今
流
行
り
の「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

を
行
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま

た
、
終
了
後
は
十
根
川
の
「
八
村
杉
」

へ
移
動
し
て
の
昼
食
会
。
楽
し
い
一

日
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲「グラウンドゴルフ」が終わって記念
撮影。とてもいい笑顔です。

決着！ 春季？大会
ソフトボール決勝戦

　

７
月
23
日
、
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
の
決
勝
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
７
日
の
予
選

で
勝
ち
残
っ
た「
シ
ッ
プ
ス
」と「
松

尾
青
年
」。
結
果
は
、
初
回
の
裏
に

打
線
が
爆
発
し
た
「
シ
ッ
プ
ス
」
が

12
対
０
の
完
封
勝
利
。
何
度
も
雨
で

延
期
と
な
っ
た
大
会
で
、
つ
い
に
決

着
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲尾前義文さん（水無）は３打数３安打
４打点の大活躍でした。

東臼杵郡民体育大会
代表選手の結団式

　

７
月
20
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
第

２
回
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
の
結
団

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
合
併

後
の
新
し
い
枠
組
み
と
な
っ
て
今
回

が
２
回
目
。
昨
年
よ
り
さ
ら
に
減
っ

て
２
町
２
村
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

日
集
ま
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
成

績
を
基
に
選
ば
れ
た
選
手
と
役
員
。

連
覇
へ
向
け
て
始
動
し
ま
す
。

▲音頭は公民館連協長の黒木忠さん（横
野）。一斉に「ガンバロー！」。

プロジェクトＨ
推進協議会総会

相談や苦情をどうぞ
「心配ごと相談」

む ら の できごと
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カメラ さんぽ

暑さ吹き飛ぶ熱気と歓声
練習成果は見事「優勝」

東臼杵郡婦人ミニバレーボール大会
と　き：７月 22 日
ところ：諸塚村民体育館
■平均年齢 49 歳以下の部（12 チーム）
　椎葉Ａ（上椎葉）　優勝（決勝）
　椎葉Ｂ（尾　向）　３位（予選）
■平均年齢 50 歳以上の部（12 チーム）
　椎葉Ｂ（鹿野遊）　２位（決勝）
　椎葉Ａ（仲　塔）　６位（予選）▲出場した４チームの皆さん。勝っても負けても共に笑顔！

▲サーブ！（鹿野遊） ▲カバー！（仲塔）▲スパイク！（上椎葉）▲レシーブ！（尾向）

▲子どもたちと一緒になって笑顔
いっぱいの「じゃんけん列車」。

　

７
月
２
日
か
ら
の
一
週
間
、

富
島
高
校
２
年
生
の
那
須
千
宏

さ
ん
（
針
金
橋
団
地
）
と
甲
斐

愛
美
さ
ん
（
若
宮
住
宅
）
が
上

椎
葉
児
童
館
で
職
場
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
進
路
意

識
を
持
ち
学
習
に
対
す
る
意
欲

を
さ
ら
に
高
め
る
事
な
ど
を
目

的
と
し
た
も
の
。
先
生
や
子
ど

も
た
ち
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
一

週
間
で
し
た
。

子供たちに囲まれて
笑顔で学んだ一週間

▲帯の結び方で印象が変わる着物。
姿勢や表情まで引き締まります。

　

胸
元
に
帯
を
持
ち
、
着
物
姿

で
並
ぶ
の
は
「
着
付
け
講
座
」

の
生
徒
の
み
な
さ
ん
。
７
月
20

日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ

た
20
代
か
ら
70
代
の
14
人
に
、

椎
葉
ヤ
ス
ノ
さ
ん
（
上
椎
葉
下

１
）
が
着
物
の
着
付
け
や
帯
結

び
を
指
導
。今
後
は
月
２
回（
計

８
回
）
の
ペ
ー
ス
で
、
浴
衣
や

式
服
な
ど
の
着
付
け
指
導
も
行

い
ま
す
。

和服姿でしとやかに
椎葉美人が勢ぞろい

▲◎の数を競い合うかように、元気
に声を上げて数えていました。

　

７
月
20
日
。
村
内
の
小
中
学

校
で
１
学
期
の
終
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
児
童
数
20
人
の
小

崎
小
学
校
で
は
、
５
時
間
目
に

配
ら
れ
た
「
通
知
表
」
が
、
先

生
か
ら
児
童
１
人
１
人
の
手

へ
。
こ
れ
か
ら
約
40
日
間
の
夏

休
み
。「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」。

親
子
で
計
画
し
、
規
則
正
し
い

生
活
リ
ズ
ム
が
送
れ
る
か
な
？

待ちに待った夏休み
早寝早起き朝ご飯！
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春夏秋冬　まるごと椎葉

▲触角や足も良くできていて今にも「ピョン！」と飛
び出しそう。

　庭に咲いたヒナゲシの花。そ
こに止まった一匹のバッタ。よ
く見ると何か違うような ･･･。
道端の葉っぱをちぎり、ものの
３分ほどで完成させた那須照賢
さん（水越）にお借りしてシャッ
ターをパチリ。「シュロの葉な
らもっと綺麗にできるっちゃけ
ど」とちょっと残念そう。

花
に
止
ま
っ
た

一
匹
の
虫
の
様
な

物
は
な
に
？

▲突然芽を出したのが３年前。昨年から花が咲き始め
ました。

　庭に咲くノウゼンカズラの
花。中国原産の落葉つる性植物。
樹木によじ登り、ラッパ型の花
を咲かせます。田原みつ子さ
ん（上椎葉下１）の庭では、高
さ４ｍの筒の先から出てきた芽
に、立派に花が咲きました。年々
増える花の数。鉄の筒に守られ
て、来年がさらに楽しみです。

　ホオズキはナス科の植物で東南アジアが原産地。主に観賞用として栽培され、鉢植えやドラ
イフラワーなどに用いられます。以前は、果実を口に含み、口で音を鳴らす子供の遊びにも使
われていました。
　野老ヶ八重の富山光雄さんは、ホオズキを作り始めて約 10 年。平成 17 年の台風 14 号の被
害に遭い、一時は栽培を断念しました。しかし、よみがえった畑を見るとじっとしていられず
に再開。今年はハウスいっぱいに真っ赤なホオズキが並びました。

真
っ
赤
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い

出
荷
は
ま
だ
か
と
お
待
ち
か
ね
「
ホ
オ
ズ
キ
」

　

那
須
重
義
さ
ん
（
野
老
ヶ
八
重
）
の
ハ
ウ
ス
で
大
き
く
綺
麗
に
色

づ
い
た
ホ
オ
ズ
キ（
７
月
23
日
）。
８
月
に
な
る
と
収
穫
が
始
ま
り
、

主
に
東
京
へ
と
出
荷
さ
れ
て
行
き
ま
す
。

筒
の
先
か
ら
出
た

花
が
我
が
物
顔
で

下
を
見
る
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

小
田　

蒼そ
う

汰た

く
ん

（
上
椎
葉
下
３
）
幸
裕
・
さ
お
り
さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

那
須　
　

保 

様（
内
の
八
重
）八
十
六
歳

那
須　

幸
男 

様（
間
柏
原
）七
十
歳

那
須　

ト
シ 

様（
上
椎
葉
下
２
）九
十
二
歳

黒
木
タ
マ
ヨ 

様（
栂　
　

尾
）百
一
歳

香
典
返
し

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

故　

那
須　
　

保 

様
（
内
の
八
重
）

故　

那
須　

幸
男 

様
（
間
柏
原
）

故　

黒
木
タ
マ
ヨ 
様
（
栂　
　

尾
）

戸
籍
だ
よ
り
（
６
月
分
）

１
日　

県
青
年
大
会（
〜
２
日
・
宮
崎
市
）

２
日　

郡
民
体
育
大
会
（
門
川
町
）

３
日　

２
学
期
始
業
式

４
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

５
日　

基
本
健
診
（
未
受
診
者
）

６
日　

歯
科
健
診

７
日　

な
ご
み
の
会
（
す
こ
や
か
館
）

８
日　

先
史
時
代
農
耕
と
九
州
山
地
の

焼
畑
展（
〜
10
月
８
日
・
博
物
館
）

　
　
　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
・
予
選

　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
・
決
勝

　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

敬
老
行
事
（
松
尾
）

中
旬　

９
月
定
例
議
会

　
　
　

消
防
部
長
会

11
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

13
日　

第
５
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
期
大
会

16
日　

中
学
校
体
育
大
会

17
日　

敬
老
行
事
（
村
内
）

18
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

20
日　

子
牛
セ
リ
市
（
〜
21
日
）

21
日　

秋
の
交
通
安
全
運
動（
〜
30
日
）

25
日　

乳
児
健
診
・
乳
児
相
談
・
妊
婦

相
談
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

28
日　

す
く
す
く
子
育
て
学
級

　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

30
日　

小
学
校
秋
季
運
動
会

９
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊

『
オ
ウ
エ
ン
と
ム
ゼ
イ
』

イ
ザ
ベ
ラ
・
ハ
ト
コ
フ
／
ク
レ
イ
グ
・
ハ
ト
コ
フ　
　

ポ
ー
ラ
・
カ
フ
ン
ブ　

著

ピ
ー
タ
ー
・
グ
レ
ス
テ　

写
真

ベ
ッ
キ
ー　

訳

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

これは本当にあった話で
す。ひとりぼっちになった
カバがゾウガメを母親代わ
りに生きていく不思議な話
です。カバがこんなにかわ
いいなんて知りませんでし
た。ちなみにこの本の翻訳
はベッキーですよ。

ふろしきなんて古いと思っ
てるあなた。この本を読ん
でみてください。ふろしき
の素晴らしさ、万能さを知
ることができます。昔から
重宝され包むと、どことな
く落ち着きます。おしゃれ
に包んでみてはいかがです
か？？

『さくら』
西　加奈子　著（小学館）

どんな幸せな家族にも起きてし
まう、誰にもどうしようもない
悲劇から、一家の飼い犬「さく
ら」と共に時間をかけて家族が
救われていく様が描かれてい
るのですが、登場するひとり一
人の人生が愛しく思え、本当に
せつない気持ちで一杯になる話
です。

「ブックカフェ」会員
中園　ツナコ さん（上椎葉下１）

BOOK  CORNER

開発センター
■お問い合わせ先　教育委員会　☎０９８２−６７−２８５０

図書室だより

『
モ
ダ
ン
ふ
ろ
し
き
案
内
』

佐
々
木
ル
リ
子
・
菅
原
す
み
こ　

著

（
河
出
書
房
新
社
）
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俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

雨
蛙
伽と

ぎ

に
な
る
ほ
ど
賑
は
ず	

那
須　
　

正

［
評
］「
伽
」
と
は
夜
の
つ
れ
づ
れ
な
ど
に
話
の
相
手
を
す
る
こ
と
。
掲
句
で
は
雨

蛙
が
ま
だ
鳴
き
揃
わ
な
い
こ
と
を
寂
し
が
っ
て
い
る
。
田
園
生
活
で
蛙
は
喧

し
い
が
頼
も
し
い
存
在
で
も
あ
る
。し
い
ば
俳
句
会
で
近
頃
に
な
い
優
秀
作
。

梅
漬
け
の
サ
イ
ズ
の
合
は
ぬ
重
石
か
な	

小
丸
川
河
童

［
評
］�

あ
な
た
！ 

先
日
の
漬
物
石
は
、
小
さ
す
ぎ
て
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
わ
。

今
日
の
石
は
、
大
き
す
ぎ
て
桶
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
な
い
し･･･

。
何
を
た
の

ん
で
も
頼
り
な
い
人
ね
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
句
。

水
ま
ん
ま
ん
棚
田
の
早
苗
ひ
か
り
け
り	

黒
木　
　

紀

［
評
］
棚
田
に
十
分
水
が
張
っ
た
。
植
え
た
ば
か
り
の
苗
は
風
に
そ
よ
ぐ
。
こ
れ
か

ら
秋
へ
向
け
て
、成
長
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
か
の
よ
う
に
光
っ
て
み
え
る
。

《
入
選
》

車
椅
子
そ
ぞ
ろ
に
巡
る
菖
蒲
園

小
八
重
知
津
子

青
葉
若
葉
し
げ
れ
る
寺
の
維
新
の
碑

〃

母
の
忌
や
松
に
か
か
れ
る
梅
雨
の
月

中
瀬　
　

汀

農
夫
婦
の
家
路
ま
た
よ
し
河
鹿
鳴
く

〃

水
棚
や
瓜
と
茄
子
は
そ
の
ま
ま
に

那
須　

瑞
穂

寸
時
の
時
間
ち
ら
り
と
つ
ば
め
の
子

黒
木
八
重
子

空
き
家
な
る
ど
く
だ
み
の
花
た
だ
白
く

椎
葉
シ
ヅ
子

五
月
雨
の
黒
く
濁
り
て
あ
ば
れ
け
り

山
茶　

之
実

生
ビ
ー
ル
今
日
も
噂
に
尾
鰭
つ
く

戸
辺　

好
郎

夏
霧
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
杉
木
立

山
本　

和
枝

掌
を
跳
ね
る
黄
繭
の
生
気
か
な

小
丸
川
河
童

編
集
後
記

▼
高
校
生
の
時
か
ら
写
真
を
よ
く
撮
る
よ
う
に
な

り
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
使
い
始
め
た
の
も
こ
の
頃
。

フ
イ
ル
ム
の
残
り
と
少
な
い
小
遣
い
を
気
に
し
な
が

ら
、
一
枚
の
写
真
を
大
事
に
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
フ
イ
ル
ム
・
ポ
ラ
ロ
イ
ド
・
Ａ
Ｐ
Ｓ
。
い
ろ
ん
な

タ
イ
プ
の
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
の

主
流
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
。
現
像
す
る
前
に
確
認
が

で
き
、
必
要
な
け
れ
ば
削
除
で
き
ま
す
。

▼
先
月
号
の
表
紙
は
な
か
な
か
好
評
で
し
た
。
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で

も
、
た
く
さ
ん
撮
っ
た
中
で
納
得
の
い
く
写
真
は
あ

の
一
枚
だ
け
。
先
日
行
わ
れ
た
郡
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー

大
会
で
撮
っ
た
写
真
は
５
０
０
枚
超
。こ
れ
だ
け
撮
っ

て
も
納
得
の
い
く
写
真
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
写

真
を
使
い
、
皆
さ
ん
へ
椎
葉
の
話
題
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
リ
キ
） E

d
ito

r's C
o

m
m

en
t

今月の表紙  Cover Message

七
夕
は
、
本
来
旧
暦
７
月
７
日
の
夜

の
こ
と
。
伝
説
で
織
姫
と
彦
星
が
年

に
一
度
だ
け
会
う
こ
と
が
許
さ
れ
た

日
。
日
本
で
は
五
色
の
短
冊
に
願
い

事
を
書
い
て
笹
竹
に
飾
る
の
が
一
般

的
。
テ
レ
ビ
の
ヒ
ー
ロ
ー
物
に
な
り

た
い
と
書
か
れ
た
短
冊
が
多
い
中
、

「
こ
と
し
も
よ
い
と
し
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
」
と
書
か
れ
た
も
の
も
。
初

詣
、
七
夕
、
ク
リ
ス
マ
ス
…
。
起
源
も

宗
教
も
関
係
な
く
、
願
い
事
を
す
る

日
本
人
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は

楽
し
い
年
中
行
事
。「
お
父
さ
ん
の

よ
う
に
な
り
た
い
な
」
と
書
か
れ
た

短
冊
が
な
い
の
が
ち
ょ
っ
と
残
念
。

　

第
22
回
か
ど
が
わ
納
涼
花
火
大
会
で

は
、
日
向
灘
を
舞
台
に
約
４
，０
０
０
発

の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
演
出
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
花
火
大
会
は
、
毎
年
皆
様
か
ら
の

協
賛
金
に
よ
っ
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
19
年
８
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

※
雨
天
順
延

　
　
　
　

午
後
８
時
よ
り
打
ち
上
げ
開
始

■
場
所　

門
川
町
庵
川
漁
港

◇
当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

　

門
川
町
役
場 

産
業
振
興
課
商
工
係

　

☎
０
９
８
２―

６
３―

１
１
４
０

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
内
線
２
９
１
）

今
年
の
夏
も
門
川
の
夜
空
に

　

大
輪
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
！

日
向
東
臼
杵
南
部

　
　
　
　

圏
域
情
報

門　

川　

町

「七夕飾り」
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　トウダイグサ科アカメガシワ属。前回のタラノキに
引き続き先駆樹種の代表です。樹高10m以上、直径
30㎝に成長する落葉広葉樹の高木で、伐採跡地や道
路脇、明るい渓谷沿いにも良く生育します。樹皮は
淡灰褐色で浅い溝の網目模様が出ます。やや三角形
で三出脈を有する径10㎝を越す葉を長い葉柄の先に
互生し、秋に黄葉します。若芽が赤いのでアカメの
名が付きました。雌雄異株で６−７月に開花し、雌
木は花後にイガのある果実を多数房状に着け、熟す
と裂開し、黒い種子を鳥などが散布します。この種
子は伐採等により日射で地表面が暖められ温度較差
が大きくなると一斉に発芽します。東北以南から沖
縄までと台湾、中国中南部、朝鮮半島にも生育します。
この科には有毒なものが多いのですが、本種の樹皮
は薬用として、また皮付材はキクラゲ（本村ではミ
ミナバと呼称）の発生が良く、榾木に利用されます。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

アカメガシワ
58

未来にはばたけ！

椎葉　修
しゅうと

仁　くん
（針金橋団地）

平成17年９月11日生まれ
おとうさん：智成さん
おかあさん：陽子さん

笑顔が素敵な我が家のやんちゃ坊。
大好きなじいちゃんばあちゃんみ
たいに優しく元気に育ってね！

那須　唯
ゆい

　ちゃん
（下椎葉）

平成17年９月19日生まれ
おとうさん：裕喜さん
おかあさん：智枝美さん

元気いっぱい食欲旺盛の唯ちゃ
ん!!　お姉ちゃんと仲良く遊ん
で元気に育ってね ! !

Face in　August

廣末　望
のぞみ

 さん （21歳・不土野上）

勤務先：平寿園
趣　味：音楽鑑賞・読書

昨年、椎葉に帰ってきて平寿
園に勤務しています。色々と
先輩方に教わりながら、一生
懸命頑張っています。
椎葉の皆さん、これからもよ
ろしくお願いします。

大
自
然
へ
出
か
け
よ
う
！

　

平
成
18
年
よ
り
、「
大
河
内
癒
し
の
森
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
都
市
の
ひ
と
び
と
に
森
林
の
価
値
と
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
河
内
癒
し
の
森
の
大
部
分
は
、九
州
大
学
宮
崎
演
習
林
の
保

護
林
で
す
。大
学
の
許
可
を
事
前
に
受
け
、大
学
認
定
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
同
行
し
な
け
れ
ば
、歩
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
河
内
森
林
ガ
イ
ド
の
会
メ
ン
バ
ー
は
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

資
格
を
取
得
し
、
大
学
の
指
導
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
森
林
体
験
と
組
み
合
わ
せ
て
、
そ
ば
打
ち
体

験
や
し
い
た
け
の
収
穫
、
コ
マ
打
ち
、
大
藪
神
楽
へ
の
参
加

な
ど
、
計
７
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
も

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
関
西
や
四
国
、
福
岡
や
沖
縄
か
ら
の

お
客
様
も
含
め
、
約
２
０
０
人
の
方
が
大
河
内
癒
し
の
森
を

歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
客
様
の
一
部
は
、
地

域
の
民
宿
や
矢
立
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
し
、
地
域
の
活

性
化
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
す
で
に
、「
森
び
ら
き
」、「
山
菜
採
り
と
ツ
ツ
ジ

の
森
ハ
イ
ク
」
の
２
回
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
イ
ベ
ン
ト
外

の
ガ
イ
ド
と
合
わ
せ
て
75
人
の
お
客
様
を
迎
え
ま
し
た
。
年

度
内
に
あ
と
５
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
河
内
森
林
ガ
イ
ド
の
会

自
然
体
験
活
動
紹
介▲「森びらき」で樹木についての

　説明を受ける参加者。

■問い合わせ先
　大河内森林ガイドの会
　事務局長　小川　弘志
　電話・FAX 0983−41−8433
　大河内森林ガイドの会ホーム
　ページURL
　http://www.geocities.jp/
　ookawauchi_iyashinomori/


